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平成™™年�月˜Ÿ日 金曜日 (号外第˜™Ÿ号)官 報

第
二
十
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と

し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、第
五
号
を
第
四
号
と
し
、

第
六
号
中
「
前
五
号
」
を
「
前
四
号
」
に
改
め
、
同
号

を
同
条
第
五
号
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
及
び
近
海
区
域
」
を
「
又

は
近
海
区
域
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
条
、

第
六
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、「
第
八
条
第
二
項
」

の
下
に
「
、
第
九
条
第
三
項
、
第
十
条
第
一
項
、
第
十

一
条
の
二
」
を
加
え
、「
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二

項
」
を
「
、
第
十
六
条
第
二
項
」
に
、「
第
六
条
中
」
を

「
第
六
条
第
二
項
中
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
不
燃
性
材
料
」
を

「
鋼
又
は
鋼
と
同
等
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
下

方
末
端
」
を
「
両
端
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
火
災
時
に
安
全
帰
港
す
る
た
め
の
措
置
）

第
四
十
六
条
の
二

規
則
第
五
十
六
条
の
二
の
告
示
で

定
め
る
装
置
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
（
当

該
装
置
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
を
除
く
。）。

一

船
舶
設
備
規
程
第
百
三
十
五
条
に
規
定
す
る
操

舵だ

装
置

二

船
舶
設
備
規
程
第
百
四
十
六
条
の
四
十
八
の
二

に
規
定
す
る
浸
水
警
報
装
置
（
同
条
第
一
号
の
船

舶
に
備
え
付
け
る
も
の
に
限
る
。）

三

船
舶
区
画
規
程
第
五
十
一
条
に
規
定
す
る
水
密

す
べ
り
戸

四

船
舶
区
画
規
程
第
七
十
八
条
に
規
定
す
る
ビ
ル

ジ
管
装
置

五

船
舶
機
関
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
運
輸
省
令
第

二
十
八
号
）
第
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
機
関

六

船
舶
救
命
設
備
規
則
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る

持
運
び
式
双
方
向
無
線
電
話
装
置
、
第
四
十
一
条

の
二
に
規
定
す
る
固
定
式
双
方
向
無
線
電
話
装
置

又
は
第
四
十
一
条
の
三
に
規
定
す
る
船
舶
航
空
機

間
双
方
向
無
線
電
話
装
置

七

船
舶
救
命
設
備
規
則
第
八
十
二
条
に
規
定
す
る

警
報
装
置

八

船
舶
消
防
設
備
規
則
第
五
条
第
一
号
ハ
に
規
定

す
る
送
水
管

九

船
舶
消
防
設
備
規
則
第
五
条
第
二
号
に
規
定
す

る
固
定
式
鎮
火
性
ガ
ス
消
火
装
置

十

船
舶
消
防
設
備
規
則
第
五
条
第
三
号
に
規
定
す

る
固
定
式
泡
消
火
装
置

十
一

船
舶
消
防
設
備
規
則
第
五
条
第
四
号
に
規
定

す
る
固
定
式
高
膨
張
泡
消
火
装
置

十
二

船
舶
消
防
設
備
規
則
第
五
条
第
五
号
に
規
定

す
る
固
定
式
加
圧
水
噴
霧
消
火
装
置

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

第
三
条
中
船
舶
の
脱
出
設
備
を
定
め
る
告
示
第
三
条
の

改
正
規
定
（
同
条
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
を
除

く
。）並
び
に
第
七
条
中
船
舶
の
防
火
構
造
の
基
準
を
定

め
る
告
示
第
二
十
条
の
改
正
規
定
及
び
第
二
十
一
条
の

改
正
規
定（「
第
三
条
、
第
六
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改

め
る
部
分
及
び
「
第
八
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
九

条
第
三
項
、
第
十
条
第
一
項
、
第
十
一
条
の
二
」
を
加

え
る
部
分
に
限
る
。）は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
の
脱
出
設
備

そ
の
他
の
非
常
用
設
備
の
基
準
を
定
め
る
告
示
第
六
条

第
三
号
及
び
第
七
条
第
四
号
、
船
舶
の
消
防
設
備
の
基

準
を
定
め
る
告
示
第
四
条
第
四
項
並
び
に
船
舶
の
区
画

の
水
密
を
保
持
す
る
た
め
の
設
備
の
基
準
等
を
定
め
る

告
示
第
十
二
条
第
十
四
号
の
規
定
は
、
遠
洋
区
域
又
は

近
海
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
第
二
種
船
（
船
舶
救
命

設
備
規
則
第
一
条
の
二
第
二
項
の
第
二
種
船
を
い
う
。）

で
あ
っ
て
施
行
日
以
後
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
前
に

建
造
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

第
三
条

施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ

れ
た
船
舶
（
以
下
「
現
存
船
」と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
の
脱
出
設
備
そ
の
他

の
非
常
用
設
備
の
基
準
を
定
め
る
告
示
、
航
海
用
具
の

基
準
を
定
め
る
告
示
、
船
舶
の
消
防
設
備
の
基
準
を
定

め
る
告
示
、
船
舶
の
防
火
構
造
の
基
準
を
定
め
る
告
示

（
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
を
除
く
。）及
び
船
舶
の

区
画
の
水
密
を
保
持
す
る
た
め
の
設
備
の
基
準
等
を
定

め
る
告
示
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

施
行
日
前
に
設
置
さ
れ
た
Ａ
級
仕
切
り
に
お
け
る
戸

（
船
舶
の
防
火
構
造
の
基
準
を
定
め
る
告
示
第
七
条
第

二
項
第
一
号
の
Ａ
級
仕
切
り
に
お
け
る
戸
を
い
う
。）及

び
Ｂ
級
仕
切
り
に
お
け
る
戸
（
同
告
示
第
八
条
第
一
項

第
一
号
の
Ｂ
級
仕
切
り
に
お
け
る
戸
を
い
う
。）に
つ
い

て
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
の
防
火
構
造

の
基
準
を
定
め
る
告
示
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

現
存
船
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後
主
要
な
変
更
又
は
改

造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
又
は
改
造
後

は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
海
官
庁
の
指

示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

４

施
行
日
以
後
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
前
に
建
造
さ

れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て
は
、
附

則
第
一
条
の
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
船
舶
の
脱
出
設
備
そ
の
他
の
非
常
用
設
備
の

基
準
を
定
め
る
告
示
及
び
船
舶
の
防
火
構
造
の
基
準
を

定
め
る
告
示
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

施
行
日
以
後
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
前
に
建
造
さ

れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た
船
舶
で
あ
っ
て
同
日
以

後
主
要
な
変
更
又
は
改
造
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
該
変
更
又
は
改
造
後
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
管
海
官
庁
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

国
家
試
験

平
成

22
年
度
春
期
情
報
処
理
技
術
者
試
験
合
格
者

平
成
2
2年
度
春
期
情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
う
ち
Ｉ
Ｔ

パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
及
び
基
本
情
報
技
術
者
試
験
の
合
格
者

を
平
成
2
2年
５
月
2
0日
に
決
定
し
た
の
で
受
験
番
号
を
次

の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成

2
2
年
６
月

1
8
日経
済
産
業
大
臣
Æ
嶋
正
行

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
六
十
九
号

船
舶
区
画
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
九
十
七

号
）
第
三
十
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
区
画
規

程
第
三
十
九
条
の
二
の
装
置
等
及
び
船
内
の
場
所
を
定
め

る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

船
舶
区
画
規
程
第
三
十
九
条
の
二
の
装
置
等
及
び

船
内
の
場
所
を
定
め
る
告
示

規
程
第
三
十
九
条
の
二
の
告
示
で
定
め
る
装
置
等
及
び

船
内
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
船
舶
の
防
火
構
造
の
基
準
を

定
め
る
告
示
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
十

八
号
）
第
四
十
六
条
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
規
則
第
五
十
六
条
の
二

の
告
示
で
定
め
る
装
置
等
」
と
あ
る
の
は
「
規
程
第
三
十

九
条
の
二
の
告
示
で
定
め
る
装
置
等
」
と
、
同
条
第
二
項

中
「
規
則
第
五
十
六
条
の
二
の
告
示
で
定
め
る
船
内
の
場

所
」
と
あ
る
の
は
「
規
程
第
三
十
九
条
の
二
の
告
示
で
定

め
る
船
内
の
場
所
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
条
の
三

第
二
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
条
の
三
第
二
項
第

一
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

十
三

船
舶
消
防
設
備
規
則
第
五
条
第
六
号
に
規
定

す
る
自
動
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
装
置

十
四

船
舶
消
防
設
備
規
則
第
五
条
第
九
号
に
規
定

す
る
機
関
室
局
所
消
火
装
置

十
五

船
舶
消
防
設
備
規
則
第
五
条
第
十
三
号
に
規

定
す
る
火
災
探
知
装
置
（
位
置
識
別
機
能
付
火
災

探
知
装
置
に
限
る
。）

十
六

船
舶
消
防
設
備
規
則
第
五
十
二
条
の
二
に
規

定
す
る
警
報
装
置

十
七

船
舶
構
造
規
則
（
平
成
十
年
運
輸
省
令
第
十

六
号
）
第
五
十
八
条
に
規
定
す
る
ビ
ル
ジ
管
装
置

及
び
バ
ラ
ス
ト
管
装
置

十
八

そ
の
他
管
海
官
庁
が
定
め
る
装
置
等

２

規
則
第
五
十
六
条
の
二
の
告
示
で
定
め
る
船
内
の

場
所
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

船
橋

二

機
関
制
御
室

三

避
難
場
所

四

船
員
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
運
輸
省
令

第
二
十
三
号
）
第
三
条
の
三
第
二
項
第
二
号
に
規

定
す
る
作
業
の
現
場
に
お
け
る
指
揮
者
及
び
そ
の

代
行
者
が
い
る
場
所

別
表
第
１
備
考
１
b
ハ
中
「
、
売
店
」
を
削
り
、
同

c
中
「
サ
ウ
ナ
」
の
次
に
「
、
売
店
」
を
加
え
る
。

（
船
舶
の
区
画
の
水
密
を
保
持
す
る
た
め
の
設
備
の
基

準
等
を
定
め
る
告
示
の
一
部
改
正
）

第
八
条

船
舶
の
区
画
の
水
密
を
保
持
す
る
た
め
の
設
備

の
基
準
等
を
定
め
る
告
示
（
平
成
二
十
年
国
土
交
通
省

告
示
第
千
四
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

三
以
上
の
主
垂
直
区
域
を
有
す
る
旅
客
船
又

は
船
の
長
さ
が
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
旅
客
船

（
第
一
種
船
等
（
船
舶
消
防
設
備
規
則
（
昭
和
四

十
年
運
輸
省
令
第
三
十
七
号
）
第
三
十
七
条
第
一

項
の
第
一
種
船
等
を
い
う
。（
限
定
近
海
船
（
船
舶

救
命
設
備
規
則
（
昭
和
四
十
年
運
輸
省
令
第
三
十

六
号
）
第
一
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
限
定
近

海
船
を
い
う
。）を
除
く
。）に
限
る
。）に
設
け
る
ビ

ル
ジ
管
装
置
に
あ
っ
て
は
、
火
災
に
よ
り
い
ず
れ

か
一
の
主
垂
直
区
域
が
焼
失
し
た
場
合
に
お
い
て

も
、
他
の
主
垂
直
区
域
に
お
い
て
、
三
時
間
以
上

そ
の
機
能
が
損
な
わ
れ
な
い
た
め
の
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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